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【調査概要】 

 
１ 調査目的･･････････受注企業の生産・経営状況等の実態を把握して，今後の中小企業       
           振興の一助とする。 
 
２ 調査対象･･････････県内の受注企業１，４８８事業所 
 
３ 調査方法･･････････郵送によるアンケ－ト方式 
 
４ 調査時点･･････････平成２９年１０月１日現在 
 
５ 回答状況･･････････回答企業 ４６９社（３１．５％） 
 

【調査結果の概要】 

 
◆収益性の動向・今後の見通し ～収益の回復傾向が窺えるが，今後の見通しは変わらない～ 

図１「収益性の動向」については，「変わらない」と回答した企業の割合が47.8％と最も多く，次いで「良くな
った」と回答した企業の割合は，昨年に比べ13.7ポイント増加し，27.5％と回復傾向が窺える。 

図２「今後の見通し」については，「変わらない」と回答した企業の割合が47.9％と最も多く，次いで「良くな
る」と回答した企業の割合が昨年に比べ9.3ポイント増加し，21.6％となっている。 
   
        

図１「収益性の動向」：Ｐ４から         図２「今後の見通し」：Ｐ４から 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
       
   
 
        
 
◆経営上の主な問題点 ～受注量の確保・人材不足は大きな課題～ 

図３「経営上の主な問題点」については，「受注量の確保」と回答した企業の割合が57.4％と最も多い。 
また，「人材不足」と回答した企業の割合が昨年に比べ14.6ポイント増加し，56.3％となっている。 

 
 
        図３「経営上の主な問題点」：Ｐ７から上位５位 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 


